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私
は
、
被
爆
者
の
み
な
さ
ん
の
活
動
を

支
援
す
る
こ
と
と
、
世
界
的
な
核
兵
器
廃

絶
の
世
論
高
揚
の
た
め
に
、
２
０
１
０

年　
　
　

 

再
検
討
会
議
に
引
き
続
き
、

２
０
１
５
年
４
月
24
日(

金)

か
ら
５
月

１
日(

金)

の
期
間
、
日
本
生
協
連
の

２
０
１
５
年　
　
　

 

再
検
討
会
議
代
表
団

(

副
団
長)

と
し
て
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

渡
米
し
た
。

被
爆
者
の
決
意

　

ま
ず
は
、
渡
米
前
の
逸
話
か
ら
紹
介
し

た
い
。
今
回
渡
米
さ
れ
た
被
爆
者
の
ひ
と

り
で
あ
る
箕
牧
さ
ん(

広
島
県
北
広
島
町

在
住)

は
、
２
０
１
５
年
３
月
東
京
で
の

被
爆
証
言
活
動
の
時
、「
わ
ざ
わ
ざ
広
島
か

ら
東
京
ま
で
夜
行
バ
ス
に
乗
っ
た
よ
」
と

聞
い
た
。「
ど
う
し
て
で
す
か
。」
と
聞
く

と
箕
牧
さ
ん
は
、「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ま
で
の

フ
ラ
イ
ト
に
自
分
の
体
力
が
持
つ
か
ど
う

か
判
断
す
る
た
め
に
の
〜
。
た
め
し
た
ん

よ
」
と
。
も
う
一
人
の
被
爆
者
で
あ
る
中

村
さ
ん(

広
島
県
三
原
市
在
住)
は
、
前
回

（
２
０
１
０
年　
　
　

 

再
検
討
会
議
）
は
、

何
と
か
自
力
で
歩
か
れ
て
い
た
が
今
回
は
、

杖
が
な
い
と
歩
行
困
難
で
あ
っ
た
。
４
月

26
日
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
間
）
に
は
、
デ

モ
行
進
が
あ
っ
た
が
車
椅
子
で
の
行
進
風

景
が
中
国
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
今

回
、平
均
年
齢
が
80
歳
近
い
被
爆
者
に
と
っ

て
は
、13
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
の
行
事
日
程
は
過
酷
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。

　

な
ぜ
そ
こ
ま
で
し
て
渡
米
さ
れ
た
の
か

…
…
、
お
二
人
の
証
言
を
聴
い
た
ら
理
解

で
き
た
。「
戦
争
に
加
害
者
も
被
害
者
も
な

い
ん
よ
」、「
あ
ん
な
む
ご
い
歴
史
は
、
私

ら
で
最
後
に
し
て
ほ
し
い
」、「
世
界
の
人
々

に
核
兵
器
と
人
類
は
共
存
で
き
な
い
絶
対

悪
の
兵
器
だ
か
ら
ね
。
だ
か
ら
こ
そ
核
兵

器
廃
絶
を
早
期
に
実
現
し
て
ほ
し
い
ん
よ
」

と
、
身
を
粉
に
し
て
訴
え
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
映
り
、
被
爆
者
の
皆
さ
ん
の
決
意
を

感
じ
た
。

オ
ー
ル
ヒ
ロ
シ
マ
で
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

　

今
回
の
２
０
１
５
年　
　
　

 

再
検
討
会

議
で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
訪
問
に
至
る
経

緯
で
こ
れ
ま
で
に
な
い
進
展
が
２
つ
あ
っ

た
。

　

ま
ず
、
被
団
協
と
の
合
同
壮
行
会
の
開

催
で
あ
る
。
県
生
協
連
の
主
催
で
両
被
団

協
を
含
む
代
表
団
が
集
い
、
共
に　
　
　

再
検
討
会
議
の
成
功
を
誓
い
あ
っ
た
。
こ

の
取
り
組
み
は
、　　
　

を
含
む
民
放
各

局
と
各
新
聞
社
を
含
む
マ
ス
コ
ミ
も
注
目

し
て
く
れ
た
。
広
島
県
内
で
は
、
長
年
２

つ
の
被
団
協
に
分
断
し
て
い
る
。
そ
ん

な
中
で
、
オ
ー
ル
ヒ
ロ
シ
マ
で
取
り
組
む

平
和
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
を
市
民
に
伝
え
た

か
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
広
島
市
が
提
唱

し
て
い
る
平
和
首
長
会
議
と
の
コ
ラ
ボ
の

実
現
で
あ
る
。
昨
年
か
ら
、
広
島
市
（
広

島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
）
と
の
交
渉
を
重

ね
、
日
本
生
協
連
代
表
団
と
し
て
正
式
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
平
和
首
長
会
議
が
主
催

す
る
集
会
へ
の
参
加
が
実
現
で
き
た
こ
と

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

時
間
の
４
月
27
日
、
岸
田
外
務
大
臣
も
参

加
し
た
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
ア
ピ
ー

ル
集
会
」
に
本
田
団
長
以
下
、
14
名
の
代

表
団
が
出
席
し
た
。
冒
頭
あ
い
さ
つ
で
松

井
市
長
か
ら
は
、
日
本
被
団
協
、
日
本
生

協
連
が
会
議
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
へ
の

感
謝
を
報
告
さ
れ
た
。
個
人
的
に
は
、
こ

れ
ま
で
時
間
を
費
や
し
調
整
し
て
き
た
こ

と
が
、そ
の
一
言
で
満
足
し
た
瞬
間
で
あ
っ

た
。
ま
た
、日
本
生
協
連
本
田
団
長
（
コ
ー

フ
こ
う
べ
組
合
長
）
が
、
核
兵
器
廃
絶
に

向
け
て
生
協
が
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
に

つ
い
て
報
告
し
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く　

　
　

再
検
討
会
議
関
連
で
は
初
め
て
で
あ

ろ
う
。
会
議
の
ま
と
め
で
あ
る
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
ア
ピ
ー
ル
で
は
、　　
　

再
検
討

会
議
で
は
、
70
年
の
節
目
の
年
に
、
国
境

を
越
え
て
核
兵
器
を
廃
絶
し
な
い
と
い
け

な
い
。
国
家
間
対
立
を
盾
に
議
論
を
先
延

ば
し
に
す
る
の
で
は
な
く
、法
的
禁
止
（
核

兵
器
禁
止
条
約
の
締
結
）
に
む
け
て
以
下

の
３
つ
を
ア
ピ
ー
ル
声
明
と
し
て
参
加
者

に
よ
っ
て
採
択
し
た
。

①
核
保
有
国
の
首
長
は
被
爆
地
を
訪
問
す

る
こ
と
。

②
今
後
の
核
軍
縮
交
渉
で
は
、
核
兵
器
の

非
人
道
性
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

③
第
６
条
に
の
っ
と
り
、
誠
実
に
交
渉
を

開
始
す
る
こ
と
。

　

こ
の
３
つ
の
ア
ピ
ー
ル
声
明
は
、
広
島

県
生
協
連
と
し
て
も
賛
同
す
る
内
容
で
あ

る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
、
オ
ー
ル
ヒ

ロ
シ
マ
・
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
と
し
て
の
取

り
組
み
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
確
信
し
た

瞬
間
で
も
あ
っ
た
。

各
国
政
府
代
表
へ
の
ロ
ビ
ー
外
交

　

今
回
、
各
国
政
府
へ
の
要
請
行
動
は
、

前
回
よ
り
行
動
数
は
増
え
た
も
の
の
、
ほ

と
ん
ど
が
国
連
の
ロ
ビ
ー
ま
た
は
カ
フ
ェ

の
一
角
で
行
わ
れ
る
非
公
式
要
請
行
動
で

あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
ロ
ビ
ー
外
交
で
あ
る
。

私
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
代
表
と
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
代
表
を
担
当
し
た
。
４

月
28
日
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
間
）
午
前
中
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
代
表
（
国
連
代

表
）
と
交
渉
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

政
府
か
ら
与
え
ら
れ
た
時
間
は
わ
ず
か
５

分
、
場
所
は
渡
り
廊
下
で
あ
る
。
私
は
、

「
ラ
ス
ト
サ
ム
ラ
イ
と
い
う
映
画
の
ロ
ケ
地

は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
。
最

後
の
サ
ム
ラ
イ
を
描
い
た
も
の
だ
。
今
回
、

平
均
年
齢
が
80
歳
近
い
被
爆
者
は
、
私
た

ち
の
ラ
ス
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

  前に進まない

被
爆
者
の
皆
さ
ん
が
御
存
命
で
あ
る
う
ち

に
核
兵
器
を
廃
絶
す
る
こ
と
に
力
を
貸
し

て
ほ
し
い
」
と
要
請
書
を
手
渡
し
た
。
尚
、

こ
の
交
渉
に
は
、
広
島
県
代
表
団
（
12
班)

が
同
行
し
、再
生
紙
折
り
紙
を
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
政
府
代
表
に
手
渡
し
た
。

　

４
月
29
日
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
間
）、
フ

ラ
ン
ス
政
府
代
表
と
は
、
国
連
本
部
の
カ

フ
ェ
テ
リ
ア
で
交
渉
を
行
っ
た
。
前
日
同

様
に
短
時
間
で
の
交
渉
と
思
っ
て
い
た
が
、

意
外
に
フ
ラ
ン
ス
政
府
代
表
と
の
要
請
行

動
は
１
時
間
を
超
え
、
し
か
も
丁
寧
に
対

応
し
て
く
れ
た
。
私
は
、「
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

日
本
の
コ
ミ
ッ
ク
本
が
人
気
で
あ
る
と
聞

い
た
。
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
と
い
う
人
気
漫

画
が
あ
る
。
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
を
集
め
れ

ば
願
い
が
叶
う
。
被
爆
者
と
私
た
ち
の
願

い
は
核
兵
器
の
廃
絶
で
あ
る
。」
と
要
望
書

を
手
渡
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
政
府
代
表
は
、

現
実
問
題
と
し
て「
ス
テ
ッ
プ
バ
イ
ス
テ
ッ

プ
」
段
階
的
な
核
軍
縮
で
核
兵
器
の
削
減

を
し
て
い
く
と
返
答
さ
れ
た
。「
い
つ
ま
で

待
て
ば
い
い
の
か
」、「
も
う
70
年
も
私
た

ち
は
待
ち
続
け
て
い
る
」
と
被
団
協
の
田

中
事
務
局
長
が
迫
っ
た
。
確
か
に
フ
ラ
ン

ス
は
、
核
兵
器
工
場
の
閉
鎖
や
今
以
上
に

核
兵
器
を
作
ら
な
い
こ
と
を
国
内
法
で
定

め
て
い
る
。
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
は
、
核
兵

器
の
先
制
使
用
は
し
な
い
。
そ
れ
が
抑
止

の
考
え
で
あ
る
。
と
。
そ
れ
に
私
が
噛
み

つ
い
た
。「
抑
止
と
は
、脅
し
で
は
な
い
か
」

フ
ラ
ン
ス
政
府
代
表
は
、
脅
し
で
は
な
い

と
否
定
し
、
核
兵
器
を
持
っ
て
い
な
い
国

へ
の
攻
撃
は
し
な
い
と
付
け
加
え
た
。
理

解
に
苦
し
む
や
り
と
り
が
あ
っ
た
が
誠
意

は
感
じ
る
交
渉
で
あ
っ
た
。

　

ほ
か
に
も
ア
メ
リ
カ
・
日
本
・
イ
ギ
リ

ス
な
ど
各
国
政
府
代
表
と
交
渉
し
た
皆
さ

ん
か
ら
聞
く
と
、
共
通
し
て
い
る
言
葉
が

「
聞
き
上
手
」
と
い
う
言
葉
で
あ
っ
た
。
短

N
P
T

N
P
T

N
P
T

N
P
T

N
P
T

N
H
K

P
T

N

N
P
T
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高 田 公 喜
時
間
で
も
、
う
な
ず
き
真
撃
に
聞
く
姿
勢

を
持
っ
て
い
た
、
と
。

新
た
な
リ
ス
ク
と
並
行
し
て
核
兵
器
の

使
用
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る

　

世
界
で
は
、
新
た
な
る
紛
争
（
ウ
ク
ラ

イ
ナ
、
イ
ス
ラ
ム
国
等
）
と
並
行
し
て
核

兵
器
の
使
用
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。

抑
止
の
考
え
方
は
、
歴
史
的
に
見
て
も
長

く
続
く
考
え
方
で
は
な
い
。
欧
米
を
中
心

と
し
た
世
界
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
損
な

わ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る

か
ら
だ
。
つ
ま
り
、
核
兵
器
を
持
っ
て
い

る
国
は
、
相
互
確
証
破
壊
（　
　
　

）
を

誘
発
し
、
人
類
存
亡
の
危
機
を
ま
ね
く
恐

れ
が
高
い
。
ま
た
、
核
の
管
理
そ
の
も
の

へ
の
リ
ス
ク
も
必
要
と
な
る
。
そ
う
な
ら

な
い
た
め
に
、
私
た
ち
は
、
非
人
道
性
の

破
壊
兵
器
で
あ
る
核
兵
器
を
直
ち
に
な
く

す
努
力
を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

世
界
の　
　
　

と
連
携
し
て
核
廃
絶
を

　

２
０
１
５
年　
　
　

再
検
討
会
議
の

前
に
、
国
際
平
和
地
球
会
議
（peace &

 
p1anet

が
）
が
主
催
し
た
２
つ
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
。
１
つ
は
、「
核
の
な
い
平

和
で
公
正
で
持
続
可
能
な
世
界
を
め
ざ
す

国
際
平
和
地
球
会
議
」
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
内
の
ク
ー
パ
ー
ユ
ニ
オ
ン
大
学

で
４
月
25
日
に
開
催
さ
れ
約
６
０
０
人
が

参
加
し
て
い
た
。
日
本
生
協
連
か
ら
は
、

本
田
団
長
、
和
田
副
団
長
、
岩
永
副
団
長
、

笹
川
事
務
局
長
、
そ
し
て
高
田
が
参
加
し

た
。
午
前
中
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
ト
ニ
ー
・
デ
ブ
ル
ム
外
務
大

臣
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ビ
ル
・
キ
ッ
ド
国

会
議
員
な
ど
６
名
が
登
壇
し
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
取
り
組
み
と
課
題
を
報
告
し
た
。
特

に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸

島
ト
ニ
ー
・
デ
ブ
ル
ム
外
務
大
臣
の
報
告

で
あ
る
。「
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
は
、
核
兵

器
廃
絶
の
最
前
線
で
あ
る
。
わ
ず
か
５
万

人
の
島
民
が
「
核
兵
器
を
国
際
法
違
反
で

あ
る
と
国
際
司
法
裁
判
所
に
提
訴
し
て
い

る
。」
こ
の
「
最
前
線
」
で
あ
る
と
い
う
意

識
を
日
本
政
府
が
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
報

告
を
聞
き
な
が
ら
思
っ
た
。
世
界
で
は
、

私
た
ち
が
願
う
核
兵
器
廃
絶
を
、
勇
気
を

も
っ
て
列
強
大
国
に
対
し
も
の
を
言
う
人

た
ち
が
い
る
。

　

４
月
26
日
に
は
、
行
わ
れ
た
デ
モ
行
進

（
ラ
リ
ー
）
に
参
加
し
た
。
当
日
は
、
広

島
市
松
井
市
長
や
小
溝
広
島
平
和
文
化

セ
ン
タ
ー
理
事
長
と
笑
顔
で
握
手
を
交

わ
し
、
共
に
デ
モ
行
進
に
参
加
し
た
。
デ

モ
参
加
者
は
、
２
０
１
０
年
時
の
半
分
以

下
の
７
千
５
０
０
人
が
行
進
し
た
。
デ

モ
行
進
は
、
国
連
近
く
の
広
場
ま
で
約

２
時
間
余
り
だ
っ
た
。
デ
モ
行
進
後
、

国
連
近
く
の
公
園
内
に
設
け
ら
れ
た
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
松
井
市
長
が
、「
核
兵
器

禁
止
条
約
の
交
渉
開
始
を
求
め
る
署
名
」

１
０
９
万
７
０
５
９
人
分
の
署
名
を
、
再

検
討
会
議
の
タ
ウ
ス
議
長
に
手
渡
し
た
。

こ
の
瞬
間
こ
そ
、
こ
の
数
年
全
国
の
生
協

が
取
り
組
ん
だ
成
果
で
あ
り
、
私
た
ち
の

思
い
で
あ
る
。
同
席
し
て
い
た
ケ
イ
ン
国

連
軍
縮
上
級
代
表
は
、「
被
爆
者
の
思
い
、

そ
し
て
核
兵
器
な
き
世
界
の
実
現
へ
、ト
ー

チ
を
引
き
継
が
な
い
と
い
け
な
い
」
と
応

じ
た
と
、
地
元
の
中
国
新
聞
は
報
道
し
て

い
た
。

未
来
を
託
す
学
生
た
ち
と
の
交
流

　

今
回
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
地
元
中
国

新
聞
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
っ
た
。

再
検
討
会
議
の
取
材
の
た
め
に
中
国
新
聞

が
派
遣
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー
（
２
人

の
高
校
生
）
と
、
そ
の
引
率
兼
務
で
取
材

に
来
た
記
者
と
の
交
流
は
嬉
し
い
出
来
事

で
あ
っ
た
。
中
国
新
聞
は
、
我
々
（
日
本

生
協
連
と
被
団
協
）
が
企
画
す
る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
学
校
や
教
会
な
ど
で
行
な
っ
た

被
爆
証
言
な
ど
に
同
行
取
材
し
、
地
元
の

高
校
生
ら
と
も
交
流
を
深
め
て
い
た
。
ま

た
、
岸
田
外
務
大
臣
へ
の
高
校
生
の
単
独

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、「
日
本
は
、
被
爆
国

な
の
に
米
国
の
〝
核
の
傘
〞
の
中
に
い
る

の
は
矛
盾
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
尋

ね
る
な
ど
鋭
い
質
問
を
し
て
い
た
。

　

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
が
、
純
真
無
垢

に
活
動
す
る
姿
は
、
大
人
を
動
か
す
力
に

な
る
と
確
信
し
た
。

　
　
　

再
検
討
会
議
直
近
の
情
勢

　

５
月
８
日
、　　
　

再
検
討
会
議
最
終
文

書
素
案
が
配
布
さ
れ
た
。
核
兵
器
の
非
合

法
化
や
核
保
有
国
の
リ
ー
ダ
ー
が
広
島
・

長
崎
訪
問
す
る
こ
と
な
ど
こ
れ
ま
で
私
た

ち
が
活
動
し
て
き
た
内
容
も
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
た
だ
、
核
保
有
国
と
非
保
有
国

と
の
溝
は
深
く
、
非
人
道
性
を
理
由
に
核

兵
器
の
違
法
化
に
言
及
で
き
る
か
ど
う
か

が
焦
点
で
あ
っ
た
。
人
類
共
通
の
課
題
で

あ
る
核
兵
器
廃
絶
へ
の
シ
ナ
リ
オ
を
、
あ

え
て
国
家
問
の
歴
史
問
題
を
政
治
利
用
し

て
い
る
こ
と
は
解
せ
な
い
。

　
　
　

再
検
討
会
議
「
決
裂
」
は
非
常

に
残
念
。
あ
き
ら
め
な
い
平
和
活
動
を

今
後
も

　

５
月
31
日
、
地
元
の
中
国
新
聞
に
よ
る

と
、　　
　

が
決
裂
し
た
背
景
は
、
非
核
保

有
国
が
核
保
有
国
の
核
軍
縮
の
遅
さ
に
し

び
れ
を
切
ら
し
て
法
的
禁
止
を
迫
り
、
そ

れ
が
先
鋭
化
し
た
と
い
う
分
析
だ
。
核
保

有
国
は
、「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
締
結
は
、

世
界
の
安
定
を
危
険
に
さ
ら
す
。
段
階
的

な
核
軍
縮
以
外
に
選
択
肢
は
な
い
」
と
意

見
を
ま
と
め
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
決

定
打
は
、
中
東
問
題
で
あ
っ
た
。
事
実
上

の
核
保
有
国
イ
ス
ラ
エ
ル
を
念
頭
に
中
東

の
非
核
化
に
向
け
て
エ
ジ
プ
ト
が
提
案
し

た
こ
と
に
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
が
対

抗
し
て
こ
れ
も
棚
上
げ
と
な
っ
た
。
保
有

国
は
、
非
保
有
国
か
ら
と
や
か
く
言
わ
れ

た
く
な
い
。
と
い
う
意
思
が
随
所
に
見
ら

れ
、
こ
の
会
議
の
不
平
等
性
を
あ
ら
わ
に

し
た
形
で
議
長
提
案
の
最
終
文
書
案
は
、

大
き
く
後
退
し
た
形
と
な
り
、
非
核
保
有

国
か
ら
は
こ
れ
な
ら
合
意
し
な
い
方
が
い

い
と
い
う
意
見
等
が
出
て
、
結
果
は
決
裂

し
た
。

　

し
か
し
、
人
類
共
存
の
課
題
で
あ
る
核

兵
器
廃
絶
は
、
あ
き
ら
め
て
は
前
に
進
ま

な
い
。

フランス代表団との交渉

N
P
T

M
A
D

N
G
O

N
P
T

N
P
T

N
P
TN

P
T
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広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ

て
70
年
の
節
目
に
な
る
今
年
、
奇

し
く
も
２
０
１
５
年
核
不
拡
散
条

約
（　
　
　

）
再
検
討
会
議
が
、
４

月
27
日
か
ら
５
月
22
日
ま
で
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
、
私
た
ち
が
ヒ
ロ
シ
マ

か
ら
核
兵
器
廃
絶
を
目
指
し
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
し
続
け
て
来
た
に
も

か
か
わ
ら
ず　
　
　

 

再
検
討
会
議

は
、
合
意
文
章
の
発
表
に
到
ら
ず
、

課
題
を
持
ち
越
し
た
ま
ま
終
会
を
迎

え
ま
し
た
。

　

こ
の　
　
　

 

再
検
討
会
議
に
参

加
し
た
松
井
広
島
市
長
と
広
島
か
ら

の
代
表
団
メ
ン
バ
ー
よ
り
、
現
地
の

様
子
や
活
動
の
報
告
を
中
心
に
し
た

「
市
民
の
集
い
」
が
６
月
５
日
、
広

島
市
中
区　
　

 

ビ
ル
に
於
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
虹
の
コ
ー

ラ
ス
の
合
唱
が
終
わ
る
と
と
も
に
、

司
会
の
発
言
に
よ
っ
て
、
市
民
の
集

い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
来
賓
を
代
表

し
て
湯
﨑
英
彦
広
島
県
知
事
、
日
本

生
活
協
同
組
合
連
合
会
和
田
寿
昭
専

務
理
事
の
祝
辞
に
続
い
て
、
出
席
者

紹
介
、
続
い
て
、
湯
﨑
知
事
と
と
も

に　
　
　

 

再
検
討
会
議
に
出
向
い

た
松
井
広
島
市
長
の
「
特
別
講
演
」。

再
検
討
会
議
出
席
の
詳
細
な
報
告
が

松
井
市
長
の
言
葉
と
映
像
に
よ
っ
て

な
さ
れ
ま
し
た
。

「戦争も核兵器もない平和な世界を」

N
P
T

N
P
T

N
P
T

N
P
T

J
A

開会の挨拶をする岡村信秀広島県生協連会長来賓を代表して祝辞を述べる湯﨑英彦広島県知事来賓を代表して祝辞を述べる和田寿昭日生協専務理事

特　　　集

市民の集い
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２
０
１
５
年　
　
　

 

再
検
討
会

議
出
席
の
報
告
が
松
井
広
島
一
實
市

長
か
ら
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
井
市
長
は
ま
ず
、　　
　

 

再
検

討
会
議
の
概
要
と
内
容
に
つ
い
て
説

明
。
核
を
め
ぐ
る
世
界
の
状
況
と
核

軍
縮
の
進
ま
な
い
理
由
、
核
軍
縮
の

歴
史
的
流
れ
と
、
国
家
間
の
相
互
不

信
、
核
が
国
防
上
・
軍
事
上
の
最
大

の
武
器
で
あ
る
こ
と
、
核
が
他
国
に

対
す
る
強
い
脅
し
に
な
る
こ
と
に
触

れ
ま
す
。
又
、
核
保
有
が
対
立
す
る

国
家
間
の
核
使
用
の
抑
止
に
な
る
と

い
う
考
え
が
、
核
軍
縮
が
進
ま
な
い

理
由
に
挙
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
広
島
市
が
提
唱
し
て

１
９
８
２
年
に
設
立
さ
れ
た
「
平
和

首
長
会
議
」
が
、
こ
れ
か
ら
の
核
軍

縮
に
於
い
て
主
要
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
を
示
唆
し
ま
す
。
２
０
１
５
年

の　
　
　

 

再
検
討
会
議
で
は
、
松

井
市
長
は
平
和
首
長
会
議
の
会
長
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

一
番
の
成
果
は
、「
核
兵
器
禁
止

条
約
」
の
交
渉
開
始
等
を
求
め
る

市
民
署
名
約
１
１
０
万
筆
を
ア
ン
ゲ

ラ
・
ケ
イ
ン
国
連
軍
縮
担
当
上
級
代

表
と
タ
ウ
ス
・
フ
ェ
ル
ー
キ　
　
　

 

再
検
討
会
議
議
長
に
手
渡
し
た
こ
と

で
す
。
こ
の
署
名
に
は
、
全
国
の
生

協
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
の
協
力

が
あ
っ
て
な
す
こ
と
が
出
来
た
と
、

松
井
市
長
は
「
ご
協
力
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
い
う

言
葉
を
添
え
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま

し
た
。　

　

ま
た
、
松
井
市
長
は　
　
　

 

再

検
討
会
議　
　
　

 

セ
ッ
シ
ョ
ン
で

の
ス
ピ
ー
チ
で
、
核
兵
器
の
非
人
道

的
で
「
絶
対
悪
」
を
強
く
訴
え
、
国

家
間
の
対
立
や
テ
ロ
行
為
が
核
軍
縮

交
渉
の
進
展
を
阻
ん
で
い
る
と
強
調

し
ま
し
た
。
そ
し
て
世
界
の
為
政
者

に
、
今
こ
そ
核
廃
絶
に
向
け
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
一
刻
も

早
く
核
兵
器
禁
止
条
約
に
関
す
る
交

渉
を
始
め
る
よ
う
訴
え
た
こ
と
を
報

告
。
さ
ら
に
、
今
回
の　
　
　

 

再

検
討
会
議
で
の
様
々
な
取
り
組
み
を

紹
介
し
、
取
り
組
み
の
総
括
を
核
兵

器
禁
止
条
約
の
早
期
交
渉
開
始
等
へ

の
訴
え
、
政
府
高
官
等
へ
の
政
治
的

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
を
強
く
要

請
し
、
被
爆
地
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
対

外
的
に
強
く
発
信
し
た
こ
と
を
強
調

し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
松
井
市
長
は　
　
　

 

再
検
討
会
議
の
成
果
と
課
題
で
、
最

終
文
書
が
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
、
多
く
の
国
々
の
間
に
自
ら
も
核

兵
器
の
被
害
者
と
成
り
得
る
と
い
う

当
時
者
意
識
が
広
が
っ
た
こ
と
に
言

及
。
そ
し
て
、
広
島
市
の
こ
れ
か

ら
の
平
和
へ
の
取
り
組
み
と
役
割
を

「
守
り
」、「
広
め
」、「
伝
え
る
」
と

い
う
言
葉
で
象
徴
し
、　　
　

 

再
検

討
会
議
の
報
告
を
終
え
ま
し
た
。

松井広島市長の報告（特別講演）
つめかけた報道各社

N
P
TN

P
T

N
P
T

N
P
T

N
P
T

N
G
O

N
P
T

N
P
T

市民の集い

N
P
T
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市民の集い　NPT生協代表団報告・交流会

【生協代表団の活動報告からの抜粋】
◎さまざまな場所での証言活動等から、老若男女問わず認識の高
さを実感 ◎被団協の方達が、全身全霊でつらい体験をお話しさ
れるのが言葉が通じなくても心に残ったと感じました ◎向こう
の子供達が被爆者の話を涙を流して聞き入っていたこと、時間を
オーバーする程の質問が続いたことに驚きました ◎被爆者の方
の「ずっとアメリカを憎んでいた。でも憎んでばかりいても何も
変わらない」という言葉が印象的 ◎「恐らく私たちが被爆者の
方から被爆証言を聞ける最後の世代に、だからもっと多くの人に 
◎被爆者の姿を知ってほしい、被害が今日まで続いているのを知
れば人間は必ず解決方向を見出せる ◎向こうの高校生が本当に
熱心に質問して来て被爆者の方と真剣にやり取りしているのが印
象的でした ◎被爆者の「ノーモア・ヒロシマ、ノーモア・ナガサキ、
ノーモア・ウォー」の叫びを聞いて鳥肌が立ちました ◎今回の
代表団との会談で、核保有国の発言に対して、どう核廃絶を訴え
ればよいのかを考えるきっかけになりました◎若い人達が参加し
やすい場をつくって行くことが大事では
◎もっと事前準備をしておけばよかった ◎デモ行進では、現地
で暮らしている人々にも伝わっているなと感じる場面が多々あり
ました ◎オーストリア政府代表の核軍縮にかける前向きな姿勢
に強い感銘を受けました ◎被爆者の体験談を聞くという大切さ
尊さを私自身実感 ◎私たち一人一人に出来ることやるべきこと
がある ◎原爆の恐ろしさは知っていたつもりですが、被爆者の
訴えを聞いて想像以上に恐ろしいものだということが解りました 
◎被爆者の方々の様々な活動を支えてくださった通訳の方に頭が
下がりました ◎年齢差のある人達へのそれぞれの場面での証言
活動はとても重要で意義のあるものでした ◎原点は被爆の話

　

松
井
広
島
市
長
の
報
告
の
後
、
同

じ
く　
　
　

 

再
検
討
会
議
で
ヒ
ロ

シ
マ
の
思
い
を
訴
え
る
た
め
に
渡
米

し
た
４
人
の
方
の「
リ
レ
ー
ト
ー
ク
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
広
島
県
原
爆
被

爆
者
団
体
協
議
会
の
箕
牧
智
之
さ
ん

と
佐
久
間
邦
彦
さ
ん
、
広
島
大
学
消

費
生
活
協
同
組
合
小
林
卓
也
さ
ん
、

最
後
に
生
活
協
同
組
合
ひ
ろ
し
ま
の

上
田
久
子
さ
ん
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
の
自
分
た
ち
の
活
動
と
出
来
事
を

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
語
り
口
で
紹
介
し

ま
し
た
。
４
人
は
、
被
爆
地
ヒ
ロ
シ

マ
か
ら
の
熱
い
思
い
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
心
置
き
な
く
伝
え
ら
れ
た
こ
と
に

満
足
を
覚
え
た
様
子
で
し
た
。

NPT生協代表団活動報告・交流会

私の感想と思い

リレートーク&６団体アピール

閉
会
挨
拶

６
団
体
ア
ピ
ー
ル

N
P
T

箕牧智之さんの報告佐久間邦彦さん小林卓也さん上田久子さん

市民６団体アピールを読む戸田真紀さん中奥岳生実行委員の閉会挨拶

市民の集いの午後には、同じ
会場で、全国のNPT生協代表
団の活動報告会が、日本生協
連と広島県生協連の主催で開
催されました。
90名の参加者が13のグルー
プに分かれて交流し、各グルー
プからの発表で全体交流しま
した。発表者の表情と主な発
言内容を紹介します。
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特　　　集

NPT生協代表団報告・交流会

私の感想と思い

毎年広島では 8月 4～ 6日の 3日
間、平和について学び想いを広げる活
動を「ピースアクション」と総称し取
り組んでいます。8月5日には全国か
ら広島に平和の想いを持ち寄り交流す
る「虹のひろば」を開催し、被爆者か
らのメッセージ、次世代を担う若者の
メッセージなど、さまざまな角度から
平和を考え交流します。今年は、舟入
高校演劇部のみなさんが被爆劇『廣島
戦災児育成所「童心寺」物語』を通して、
平和のメッセージを発信します。
誰でも自由に出入りしていただける集
いです！平和について少しの時間、考
えてみませんか？是非、お気軽にご参
加ください。お待ちしています。

虹のひろば
■ 日 時：2015 年 8 月 5 日（ 水 ）
13：10～16：20（開場12：30）
■会場：広島県立総合体育館グリーン
アリーナ（入場無料）
■主催：日本生協連/広島県生協連
第１部　虹のステージ　
・被爆ヴァイオリンと被爆ピアノの演奏

・被爆者、次世代を担う若者から平和
のリレーメッセージ
第２部　みんなのひろば
・さまざまな角度から平和を考え、交
流するテーマ別コーナーなど
第3部　フィナーレ

・虹の合唱団の歌と朗読で平和の大切
さを伝えます。

子ども平和会議
全国から参加する子どもたちが、事前
に自分たちの住む地域から平和につい
て学び、考え、それを自分たちの言葉
で伝え合い、交流します。会議の最後
に平和のアピール文を採択し、虹のひ
ろばで発表します。

ピースナイター2015
生協ひろしまでは、今年もマツダスタ
ジアムにおいて、平和への願いと核兵
器廃絶をアピールする取組み、「ピー
スナイター2015」を開催します。
●日時：8月5日（水）
　　　　18：00試合開始
広島東洋カープVS阪神タイガース
8回目となる今年は、世界で活躍され
た広島出身のバレリーナの森下洋子さ
んに始球式をしていただきます。是非、
ご観戦いただき、5回裏終了時には、
スタジアムをピースポスターで緑色に
染めましょう！

ピースアクション inヒロシマ　継承と創造　～被爆70年、そして未来へ～

舟入高校演劇部による「童心寺」物語

全国から参加した子どもたちとの交流の様子（昨年）
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６
月
24
日
（
水
）、
２
０
１
５
年

度
広
島
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
通

常
総
会
が
、
広
島
市
中
区
メ
ル
パ
ル

ク
に
お
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

午
後
１
時
、
来
賓
、
役
員
、
代
議

員
及
び
関
係
各
位
が
そ
ろ
い
、
岡
野

龍
広
常
務
理
事
の
開
会
挨
拶
後
、
議

長
の
司
会
進
行
に
よ
っ
て
総
会
議
長

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
に
選
出

さ
れ
た
広
島
医
療
生
協
部
長
本
浦
孝

典
氏
が
議
長
席
に
着
き
、
書
記
に
森

畠
哲
司
氏
（
生
協
ひ
ろ
し
ま
課
長
）

を
指
名
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
岡
村
信
秀
会
長
理
事
の
挨

拶
、
続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
森
永

智
絵
広
島
県
環
境
局
長
、
香
川
洋
之

助
広
島
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会

長
、
和
田
寿
昭
日
本
生
活
協
同
組
合

連
合
会
専
務
理
事
が
祝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
来
賓
の
紹
介

が
行
わ
れ
来
賓
が
退
場
し
て
、
通
常

総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
は
、
高
田
公
喜
専
務

理
事
に
よ
っ
て
、
第
１
号
議
案

（
２
０
１
４
年
度
活
動
報
告
な
ら
び

に
決
算
報
告
・
剰
余
金
処
分
案
承
認

の
件
）、
特
別
報
告
（
２
０
１
５
年

　
　
　

再
検
討
会
議
報
告
）、
２
号

議
案
（
２
０
１
５
年
度
活
動
方
針
な

ら
び
に
収
支
予
算
決
定
の
件
）
が
提

広島県生協連通常総会・トップセミナー

２
０
１
５
年
度
通
常
総
会

広島県生協連2015年通常総会

岡村会長理事森永広島県環境県民局長広島県農業協同組合中央会香川会長

特別報告をする高田専務理事退任する役員に感謝状を贈呈

案
さ
れ
、
小
泉
信
司
監
事
か
ら
監
査

報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
横
山
弘
成
常
務
理
事
か

ら
第
３
号
議
案
（
役
員
選
任
の
件
）、

難
波
隆
宏
常
務
理
事
よ
り
第
４
号
議

案
（
役
員
報
酬
決
定
の
件
）
が
提
案

さ
れ
、
質
疑
応
答
に
。
質
疑
応
答
で

は
、
三
名
の
代
議
員
の
方
か
ら
の
発

言
が
あ
り
、
そ
れ
が
終
わ
っ
て
、
総

会
は
議
長
に
よ
っ
て
採
決
に
入
り
ま

し
た
。

　

第
１
号
議
案
に
始
ま
っ
て
、
第
４

号
議
案
ま
で
、挙
手
に
よ
る
採
決
は
、

何
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
無

事
通
常
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
岡
村
会
長
理
事
か
ら
３

名
の
退
任
役
員
に
対
し
て
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
盛
谷

博
文
常
務
理
事
の
閉
会
の
挨
拶
で
、

２
０
１
５
年
度
通
常
総
会
の
す
べ
て

が
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

N
P
T

 役　職　　 名　　前　　　　　　所属生協・役職
代表理事会長 岡村　信秀　（非常勤）
代表理事専務 高田　公喜　（常勤）
常務理事 難波　隆宏　広島県学校生活協同組合 専務理事
常務理事 盛谷　博文　広島中央保健生活協同組合 専務理事
常務理事 岡野　龍広　日立造船因島生活協同組合 常勤顧問
常務理事 横山　弘成　生活協同組合ひろしま 専務理事
常務理事 岡　　勝行　広島県労働者共済生活協同組合 専務理事
理　　事 近江　和子　広島中央保健生活協同組合 副理事長
理　　事 金築　英司　グリーンコープ生活協同組合ひろしま 専務理事
理　　事 斉藤　孝司　広島医療生活協同組合 専務理事
理　　事 髙橋　幸博　広島県高等学校生活協同組合 専務理事
理　　事 武田　孝治　竹原生活協同組合 理事長
理　　事 乃美　康志　福山医療生活協同組合 専務理事
理　　事 吉山　功一 　広島大学消費生活協同組合 専務理事
理　　事 長谷川英男　広島修道大学生活協同組合 専務理事
理　　事 戸田　真紀　生活協同組合ひろしま 理事
理　　事 門田　陽子　生活協同組合ひろしま 理事
監      事 花田　俊哉　広島医療生活協同組合 常務理事
監      事 塩道　琢也　生活協同組合連合会コープ中国四国事業連合 専務理事

広島県生活協同組合連合会2015年度役員体制

※広島県労働者共済生活協同組合専務理事の岡勝行氏は、同生
　協が 7月 30 日に開催する総代会にて承認される予定です。

日本生活協同組合連合会和田専務理事
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広島県生協連通常総会・トップセミナー

　

２
０
１
５
年
度
広
島
県
生
活
協
同

組
合
連
合
会
通
常
総
会
を
記
念
し
て

開
催
さ
れ
た
「
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」、

講
師
は
、
日
本
生
活
協
同
組
合
連
合

会
和
田
寿
昭
専
務
理
事
で
す
。

　

和
田
専
務
は
、
今
日
の
セ
ミ
ナ
ー

の
内
容
を
、
①
２
０
１
５
年
度
の
全

国
生
協
の
重
点
課
題
、
②
地
域
社
会

づ
く
り
へ
の
参
加
、
③
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
と
生
協
の
課
題
、
④　

　
　

再
検
討
会
議
を
受
け
、
今
後
の

生
協
の
課
題
、
⑤
世
界
の
協
同
組
合

の
動
向
と
日
本
の
役
割
、
と
い
う
５

項
目
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
和
田
専
務
は
、
今
日
私

達
が
お
か
れ
て
い
る
状
況
、
戦
後

70
年
の
節
目
・
阪
神
大
震
災
か
ら
20

年
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
４
年
・

安
全
保
障
法
案
、
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
の
議
論
の
進
展
・
円
安
の
進

行
と
食
品
、
公
共
料
金
の
値
上
げ
・

２
０
１
６
年
開
始
予
定
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
導
入
等
の
課
題
を
提
示
し

て
、
セ
ミ
ナ
ー
が
具
体
的
に
始
ま
り

ま
し
た
。

　

和
田
専
務
は
、
先
ず
、「
２
０
１
５

年
度
全
国
生
協
重
点
課
題
」
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
生
協
の
取
り
組
み

と
今
後
の
生
協
の
活
動
を
紹
介
し
、

生
協
の
「
変
わ
ら
な
い
原
則
」
を
改

め
て
強
調
し
、
ラ
ブ
コ
ー
プ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
よ
っ
て
生
協
組
合
員
を

２
０
０
万
人
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
を

提
示
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
後
生
協
が
「
地
域
社

会
づ
く
り
」
に
ど
う
か
か
わ
っ
て

行
く
か
と
い
う
２
０
２
０
ビ
ジ
ョ
ン

を
、
現
代
進
行
中
の
事
例
を
も
と
に

紹
介
し
ま
す
。
続
い
て
、「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
生
協
の
課
題
」

に
つ
い
て
も
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の

上
で
、　　
　

再
検
討
会
議
と
今
後

の
生
協
の
平
和
活
動
を
２
０
１
５
年

　
　
　

 

再
検
討
会
議
で
の
生
協
組

合
員
の
活
動
を
紹
介
し
、
今
後
の
あ

り
方
を
示
唆
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
和
田
専
務
は
、
も
う
一

度
生
協
の
原
則
に
立
ち
返
る
た
め

に
、「
世
界
の
協
同
組
合
運
動
の
動

向
」
を
紹
介
し
、
今
後
生
協
が
地
域

と
ど
う
か
か
わ
る
か
を
、
示
唆
し
、

セ
ミ
ナ
ー
を
終
了
し
ま
し
た
。

第
１
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
本
生
活
協
同
組
合
連
合
会 

専
務
理
事

和
田
寿
昭　

氏

【和田寿昭氏　略歴】大学卒業後、大学生協に入協。
東京大学生協、新潟大学生協、大学生協東京事業連
合を経て、1996年から東京大学生協に異動し、そ
の後専務理事に就任。2003年に全国大学生活協同
組合連合会の専務理事に就任。2011年９月に日本
生活協同組合連合会に異動し、2013年６月運営・
組織を担当する専務理事に就任し、現在に至る。

N

P
T

N
P
T

N
P
T
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会員だより・トピックス

　

広
島
県
生
協
連
が
事
務
局
を
務
め
る
広
島
県
消
費

者
団
体
連
絡
協
議
会
（
以
下
、
広
島
県
消
団
連
）
は
、

５
月
26
日
、
広
島
県
（
環
境
県
民
局
消
費
生
活
課
）

が
主
催
し
た
、
消
費
者
教
育
の
推
進
に
係
る
意
見
交

換
会
に
出
席
し
た
。

　

広
島
県
か
ら
は
、
坂
井
浩
明
県
民
生
活
部
長
、
山

根
多
美
子
消
費
生
活
課
課
長
他
５
名
が
出
席
。
参
加

団
体
は
、広
島
県
消
団
連
構
成
団
体（
広
島
県
生
協
連
、

広
島
消
費
者
協
会
、
呉
市
消
費
者
協
議
会
、
Ｊ
Ａ
広

島
県
女
性
組
織
協
議
会
、
消
費
者
ネ
ッ
ト
広
島
）
他
、

広
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
広
島
弁
護
士
会
、
広
島

司
法
書
士
会
、
広
島
県
金
融
広
報
委
員
会
が
出
席
し

て
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

広
島
県
か
ら
消
費
者
基
本
計
画
（
第
２
次
）
の
説

明
の
後
、
参
加
団
体
か
ら
消
費
者
教
育
に
係
る
活
動

報
告
、
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。

主
な
内
容
は
、
消
費
生
活
課
が
今
年
度
取
り
組
み
を

推
進
す
る
学
校
で
の
消
費
者
被
害
防
止
に
関
す
る
教

育
に
つ
い
て
、
情
報
交
流
を
中
心
に
進
め
、
学
校
へ

の
出
前
教
育
に
長
年
取
り
組
ん
で
い
る
広
島
司
法
書

士
会
、
広
島
県
金
融
広
報
委
員
会
か
ら
、
具
体
的
内

容
や
進
め
方
な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。
学
校
へ
の
出

前
教
育
は
、
生
協
は
じ
め
広
島
県
消
団
連
は
、
今
後
、

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
分
野
で
あ
る
。

　

地
域
で
消
費
者
教
育
を
取
り
組
む
に
は
、
行
政
や

地
域
社
協
と
の
連
携
、
消
費
者
ネ
ッ
ト
広
島
や
Ｊ
Ａ

等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
広
島
県
に
も
ご
協
力
と
、
ご
指
導
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
消
費
者
基
本
計
画
を
推
進
す
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

消費者教育・ピースウォーク・折り鶴カレンダー発売

ユ
ニ
セ
フ
ラ
ブ
ウ
ォ
ー
クin

因
島

消
費
者
教
育
の
推
進
に

係
る
意
見
交
換
会
を
開
催
■
開
催
日　

５
月
10
日
（
日
）

■
場　

所　

尾
道
市
重
井
西
港
駐
車

　
　
　
　
　

場
〜
除
虫
菊
畑

　

日
立
造
船
因
島
生
協
は
５
月
10

日
、
ユ
ニ
セ
フ
募
金
活
動
ラ
ブ

ウ
ォ
ー
クin

因
島
を
開
催
し
ま
し

た
。
ラ
ブ
ウ
ォ
ー
ク
は
尾
道
市
重
井

西
港
か
ら
除
虫
菊
畑
を
往
復
、
当
日

は
天
候
に
も
恵
ま
れ
35
名
（
子
ど
も

４
名
含
む
）
が
参
加
し
、
楽
し
い
時

間
を
過
し
ま
し
た
。
こ
こ
因
島
は
、

蚊
取
り
線
香
の
原
料
と
な
る
除
虫
菊

の
産
地
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
た

所
で
し
た
が
、
電
子
蚊
取
り
器
や
噴

霧
式
殺
虫
剤
な
ど
の
進
出
に
よ
り
、

昔
馴
染
み
の
渦
巻
状
蚊
取
り
線
香
は

衰
退
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
今
で
は

島
の
斜
面
に
観
光
用
と
し
て
数
ヶ
所

残
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。
除
虫
菊
が

懐
か
し
く
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

除
虫
菊
畑
か
ら
見
る
港
の
景
色
も
素

晴
ら
し
く
、
皆
で
感
激
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
１
万
６
３
１
５
円
の
募
金

が
集
ま
り
ま
し
た
。
募
金
は
、
４
月

25
日
に
発
生
し
た
ネ
パ
ー
ル
大
地
震

緊
急
支
援
金
と
し
て
ユ
ニ
セ
フ
へ
送

り
ま
す
。日
立
造
船
因
島
生
協
で
は
、

各
店
舗
に
ユ
ニ
セ
フ
の
募
金
箱
を
設

置
い
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
立
造
船
因
島
生
協

除虫菊畑から見える景色は最高！ 除虫菊畑 ユニセフラブウォーク出発！

　

コ
ー
プ
Ｃ
Ｓ
ネ
ッ
ト
、
広
島
県

生
協
連
、
生
協
ひ
ろ
し
ま
は
、
広

島
市
が
進
め
て
い
る
「
平
和
の
折

り
鶴
昇
華
再
生
事
業
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
毎
年
、
広
島
平
和

記
念
公
園
内
の
「
原
爆
の
子
の
像
」

に
は
、国
内
外
か
ら
１
千
万
羽
（
約

10
ｔ
）
の
平
和
の
折
り
鶴
が
寄
贈

さ
れ
ま
す
。

「
平
和
の
折
り
鶴
昇
華
再
生
事
業
」

は
、
平
和
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ

た
折
り
鶴
を
、
再
生
原
料
と
し
て

カ
レ
ン
ダ
ー
や
折
紙
、
ノ
ー
ト
等

に
商
品
化
す
る
事
業
で
す
。

　

２
０
１
６
年
カ
レ
ン
ダ
ー
は
２

種
類
。
３
ヶ
月
メ
モ
カ
レ
ン
ダ
ー

（
６
０
０
円
税
別
）、
女
流
画
家
森

田
り
え
子
作
品
集
（
７
０
０
円
税

別
）
を
９
月
よ
り
販
売
開
始
し
ま

す
。
平
和
へ
の
祈
り
が
込
も
っ
た

カ
レ
ン
ダ
ー
の
購
入
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
お
問
い
合

わ
せ
は
、
広
島
県
生
協
連
ま
で
。

平
和
の
折
り
鶴

が
２
０
１
６
年

カ
レ
ン
ダ
ー
に
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事務局だより

■
日　

時　

　

２
０
１
５
年
４
月
17
日
（
金
）

■
場　

所  

　

広
島
県
生
協
連
３
階
会
議
室

■
出　

席　

理
事
16
名
中
11
名
出
席

　

監
事
３
名
中
２
名
出
席

　
（
出
席
理
事
）
岡
村
、高
田
、盛
谷
、

　

岡
野
、
難
波
、
横
山
、
上
田
、
川

　

本
、
吉
山
、
武
田
、
近
江

　
（
出
席
監
事
）
花
田
、
堀

□
議
決
事
項

　

以
下
の
項
目
に
つ
い
て
資
料
に
基

づ
き
提
案
説
明
を
行
い
、
全
員
異
議

な
く
承
認
決
定
し
た
。

（
第
１
号
議
案
）
２
０
１
５
年
度
通

常
総
会
上
程
議
案
と
当
日
運
営
に
つ

い
て

（
第
２
号
議
案
）
広
島
県
生
協
連
賛

助
会
員
制
度
の
導
入
と
日
本
労
働
者

協
同
組
合
（
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
）

連
合
会
セ
ン
タ
ー
事
業
団
中
四
国
事

業
本
部
の
賛
助
会
員
加
入
に
つ
い
て

（
第
３
号
議
案
）
広
島
県
内
の
医
療
・

購
買
生
協
事
業
連
帯
推
進
と2015

年
度
広
島
県
生
協
連
体
制
及
び
特
別

会
費
に
つ
い
て

（
第
４
号
議
案
）
他
団
体
の
公
職
承

認
の
件
に
つ
い
て

１　

広
島
県
消
費
生
活
審
議
会
へ
の

派
遣

２　

広
島
県
共
同
募
金
会
配
分
委
員

会
へ
の
派
遣

（
第
５
号
議
案
）
２
０
１
５
年
度
「
け

ん
こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
実
施
に
つ
い
て

（
第
６
号
議
案
）
協
賛
広
告
依
頼
及

び
後
援
名
義
使
用
依
頼
に
つ
い
て

１
「
未
来
に
つ
な
ぐ
ヒ
ロ
シ
マ
平
和

祈
念
コ
ン
サ
ー
ト
」
協
賛
広
告
に
つ

い
て

２　

被
爆
70
年
平
和
祈
念
公
演　

音

楽
劇
「
チ
ン
チ
ン
電
車
と
女
学
生
」

後
援
に
つ
い
て

３　

協
同
労
働
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
み

ん
な
が
主
役
の
働
き
方
」
後
援
名
義

使
用
に
つ
い
て

□
協
議
・
報
告
事
項

　

各
事
項
に
つ
い
て
資
料
に
基
づ
き

説
明
を
行
い
、
協
議
の
結
果
、
全
事

項
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

（
第
７
号
議
案
）
平
和
関
連
活
動
に

つ
い
て

１　

２
０
１
５
「
戦
争
も
核
兵
器
も

な
い
平
和
な
世
界
を
」
市
民
の
つ
ど

い
の
開
催
に
つ
い
て

２　

２
０
１
５
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン

in

ヒ
ロ
シ
マ
実
行
委
員
会
報
告

（
第
８
号
議
案
）
一
般
活
動
報
告

１　

研
修
報
告
（
ト
ッ
プ
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
研
修
、
２
０
１
５
年
度
初
級

職
員
研
修
会
）

２　

各
委
員
会
活
動
報
告
（
組
織
委

員
会
、
福
祉
・
介
護
委
員
会
等
）

３　

広
島
県
協
同
組
合
連
絡
協
議
会

（
Ｈ
Ｊ
Ｃ
）
協
同
組
合
学
習
会
の
開

催
報
告

４　

２
月
〜
３
月
活
動
日
誌

５　

中
四
国
地
連
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

６　

２
０
１
５
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
に
つ
い
て
（
生
協
代
表
団
ニ
ュ
ー

ス
第
３
号
）

理事会報告　組織委員会報告　福祉・介護委員会報告

組
織
平
和
委
員
会
報
告

２
０
１
５
年
度
第
５
回
理
事
会
報
告

福
祉
・
介
護

委
員
会
報
告

■
日　

時  

　

２
０
１
５
年
６
月
18
日
（
木
）

■
場　

所  

　

広
島
県
生
協
連
３
階
会
議
室

■
出　

席　

越
智（
日
立
造
船
因
島
）、

　

佃
（
広
島
県
学
校
）、
山
根
（
広

　

島
医
療
）、
宮
澤
（
福
山
医
療
）、

　

上
田
、戸
田
、森
畠
（
ひ
ろ
し
ま
）、

　

豊
村
（
広
島
県
労
済
）、
高
田
、

　

福
島
、
為
政
（
広
島
県
生
協
連
）

【
主
な
内
容
】

１　

２
０
１
５
年
度
組
織
平
和
委
員

会
活
動
方
針
に
つ
い
て
福
島
事
務
局

長
よ
り
、
資
料
に
基
づ
き
２
０
１
５

年
度
組
織
平
和
委
員
会
活
動
方
針
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

２　

２
０
１
５
年
度
平
和
活
動
方
針

と
平
和
活
動
に
つ
い
て

福
島
事
務
局
長
、為
政
事
務
局
よ
り
、

資
料
に
基
づ
き
２
０
１
５
年
度
平
和

活
動
方
針
と
次
の
項
目
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
協
議
を
お
こ
な
っ
た
。

(1)　

２
０
１
５
年
度
平
和
活
動
方
針

(2)　

２
０
１
５
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
代
表
団
報
告

　

代
表
団
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
、
高

田
専
務
理
事
、
戸
田
委
員
、
森
畠
委

員
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

(3)　

２
０
１
５
戦
争
も
核
兵
器
も
な

い
平
和
な
世
界
を
市
民
の
集
い
報
告

　

市
民
の
集
い
に
参
加
し
た
委
員
か

ら
、補
足
説
明
及
び
報
告
が
あ
っ
た
。

(4)　

２
０
１
５
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン

in

ヒ
ロ
シ
マ
に
つ
い
て

■
日　

時  

　

２
０
１
５
年
５
月
11
日
（
月
）

■
場　

所  

　

広
島
県
生
協
連
３
階
会
議
室

■
出　

席　

盛
谷
（
広
島
中
央
保

健
）、
斉
藤
、
本
浦
、
山
本
（
広
島

医
療
）、
岡
（
ひ
ろ
し
ま
）、
高
田
、

岡
崎
、
為
政
（
広
島
県
生
協
連
）

【
主
な
内
容
】

１　

２
０
１
５
年
度
の
福
祉
・
介
護

委
員
会
の
役
割
と
運
営
計
画
に
つ
い
て

２　
２
０
１
５
年
度
の
広
島
県
生
協
連

の
福
祉
、
介
護
分
野
の
取
り
組
み
計
画

(1)　

２
０
１
５
年
度
の
取
組
計
画
と

経
営
分
析
に
つ
い
て

(2)　

生
協
の
地
域
包
括
ケ
ア
の
取
組

み
に
つ
い
て

３　

２
０
１
５
介
護
保
険
・
報
酬
改

定
へ
の
対
応
状
況
と
今
後
の
課
題

(1)　

広
島
市
高
齢
福
祉
課
他
へ
の
訪

問
報
告

(2)　

広
島
市
と
の
懇
談
会
に
つ
い
て

４　
各
生
協
の
事
業
状
況
報
告
、
交
流

２
０
１
５
年
度　

第
１
回

２
０
１
５
年
度　

第
２
回

(5)　
２
０
１
５
市
民
平
和
行
進
に
つ
い
て

３　

一
般
活
動
報
告

(1)　

２
０
１
５
年
度
通
常
総
会
及
び

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
運
営
等
に
つ
い
て

(2)　

２
０
１
５
年
度
「
け
ん
こ
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
実
施
案
内

　

山
根
委
員
、
宮
澤
委
員
よ
り
、
案

内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
基
づ
き
説
明
が

あ
っ
た
。
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「
今
日
を
、
二
倍
、
豊
か
に
」
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
掲
げ
、
中

国
新
聞
社
は
５
月
１
日
、新
媒
体「
Ｓ

Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
を
創
刊
し
た
。
朝
刊

と
一
緒
に
お
届
け
す
る
、
文
字
通
り

第
二
朝
刊
で
あ
り
、
活
字
媒
体
の
良

さ
を
二
倍
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
思
い
を
込
め
た
。
ま
だ
、
評
価

を
下
す
段
階
で
は
な
い
が
、
お
か
げ

さ
ま
で
読
者
の
反
応
も
よ
く
、
責
任

者
と
し
て
ひ
と
ま
ず
胸
を
な
で
下
し

て
い
る
。

　

失
敗
は
許
さ
れ
な
い
。
夕
刊
を
休

刊
し
、
そ
の
代
り
に
発
行
す
る
媒
体

で
あ
る
。
地
域
の
信
頼
と
先
人
の
魂

が
詰
ま
っ
た
九
十
一
年
の
歴
史
に
一

応
の
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
わ
け
で
、
夕

刊
以
上
の
媒
体
を
提
供
し
、
地
域
や

先
人
に
納
得
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。

そ
れ
が
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
使
命

な
の
で
あ
る
。

　

休
刊
反
対
の
声
は
社
内
で
も
少
な

か
ら
ず
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

新
聞
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
そ
れ
を

許
さ
ぬ
ほ
ど
厳
し
さ
を
増
す
。
少
子

高
齢
化
、
若
者
の
活
字
離
れ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
…
全
国
で
発
行
さ
れ
る

日
刊
紙
は
、
一
年
に
約
百
万
部
が
減

少
し
て
い
る
。
そ
の
影
響
は
、
新
聞

社
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
新
聞
販
売
所

の
経
営
を
直
撃
し
て
い
る
。

　

手
を
こ
ま
ね
い
て
い
れ
ば
、
廃
業

す
る
販
売
所
が
相
次
ぎ
、
新
聞
の
生

命
線
で
あ
る
戸
別
配
達
網
が
維
持
で

き
な
く
な
る
。
各
社
と
も
て
こ
入
れ

に
躍
起
だ
が
、
な
か
な
か
展
望
が
開

ど
も
新
聞
、
Ｃ
Ｕ
Ｅ
と
様
々
な
タ
イ

プ
の
新
聞
を
発
行
し
て
い
る
。
議
論

の
末
、
朝
刊
同
送
だ
か
ら
朝
刊
を
補

完
す
る
媒
体
が
で
き
な
い
か
。
い
わ

ば
朝
刊
の
「
お
か
わ
り
」
で
あ
る
。

　

地
方
紙
は
ペ
ー
ジ
数
に
制
限
が
あ

る
中
、
地
域
ニ
ュ
ー
ス
に
紙
幅
を

割
か
ざ
る
を
得
ず
、
国
際
や
経
済

ニ
ュ
ー
ス
が
割
を
食
う
。
そ
の
弱

点
を
補
う
と
同
時
に
、
深
堀
し
た

ニ
ュ
ー
ス
を
じ
っ
く
り
読
ん
で
も
ら

い
た
い
。
全
国
の
地
方
紙
の
名
物
記

事
を
掲
載
す
る
の
も
面
白
い
…
な
ど

な
ど
と
欲
張
る
と
ペ
ー
ジ
数
は
夕
刊

を
は
る
か
に
超
え
、
十
六
ペ
ー
ジ
に

も
な
っ
た
。

　

読
者
か
ら
は
「
読
む
と
こ
ろ
が
多

過
ぎ
る
」
と
の
ご
指
摘
も
い
た
だ
く

が
、「
読
む
と
こ
ろ
が
な
い
」
と
お

叱
り
を
受
け
て
い
た
夕
刊
の
代
替
物

と
し
て
は
、
褒
め
言
葉
と
し
て
受
け

止
め
て
い
る
。
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
も

大
胆
に
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
聞
を

と
、
ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
高
い
。
業
界
も
注
目
し
て
い
る
。

活
字
文
化
の
底
力
を
信
じ
、「
Ｓ
Ｅ

Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
の
挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
だ
。

け
な
い
。
窮
余
の
一
策
と
し
て
夕
刊

を
廃
止
す
る
新
聞
社
も
相
次
ぐ
よ
う

に
な
っ
た
。

　

実
は
本
紙
も
十
年
近
く
前
か
ら
夕

刊
の
廃
止
を
検
討
し
て
い
た
。
と

い
う
の
も
、
本
紙
の
場
合
、
朝
刊

六
十
二
万
部
に
対
し
て
夕
刊
は
三
万

部
で
あ
る
。
夕
刊
は
全
国
紙
を
含

め
ど
の
社
も
苦
戦
し
て
い
る
と
は
い

え
、
朝
夕
刊
を
一
セ
ッ
ト
と
考
え
る

な
ら
、
セ
ッ
ト
割
れ
の
割
合
が
極
め

て
高
い
。
私
が
入
社
し
た
頃
か
ら
幾

度
と
な
く
紙
面
改
革
を
試
み
た
が
、

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。

　

結
局
、
消
費
増
税
が
引
き
金
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
い
ざ
夕
刊
を
休

刊
す
る
と
な
る
と
、
様
々
な
懸
念
が

湧
い
て
く
る
。
報
道
機
関
と
し
て
の

責
任
、
地
域
の
受
け
止
め
、
社
内
の

反
応
…
。
矛
盾
す
る
よ
う
だ
が
、
中

国
新
聞
社
の
経
営
自
体
は
悪
く
は
な

い
。
あ
く
ま
で
販
売
所
の
経
営
改
善

が
目
的
で
あ
る
。
休
刊
を
後
退
と
捉

え
ら
れ
な
い
術
は
な
い
か
。
難
解
な

方
程
式
は
、
経
営
首
脳
の
逆
転
の
発

想
で
一
気
に
解
け
た
。

　
「
新
媒
体
を
発
行
し
、
朝
刊
と
同

送
で
き
な
い
か
」。
朝
刊
と
一
緒
に

届
け
る
の
だ
か
ら
、
あ
ら
た
な
配
達

員
を
確
保
す
る
必
要
は
な
く
、
販
売

所
の
経
営
改
善
に
資
す
る
。
あ
ら
た

な
媒
体
を
発
行
す
る
の
だ
か
ら
後
退

で
は
な
い
。
厚
い
雲
か
ら
一
筋
の
光

が
差
し
込
ん
だ
。

　

ど
ん
な
媒
体
に
す
る
か
。
本
紙
は

カ
ー
プ
タ
イ
ム
ズ
、
ち
ゅ
ー
ピ
ー
こ

平和とよりよき　　生活をめざして

【
編
集
室
か
ら
】

　

一
般
に
広
報
誌
の
原
稿
は
、
文
章
・

写
真・図
表・デ
ー
タ
で
構
成
さ
れ
る
が
、

こ
の
原
稿
を
作
成
時
、
様
々
な
困
難
が

伴
う
。
発
行
日
時
が
確
定
し
て
い
る
広

報
誌
制
作
で
一
番
大
事
な
こ
と
は
「
締

め
切
り
を
守
る
」
事
で
あ
る
。
そ
れ
が

守
ら
れ
な
い
と
、
決
め
ら
れ
た
期
日
に

は
発
行
出
来
な
く
な
る
の
だ
▼
原
稿
づ

く
り
で
難
し
い
の
は
、
や
は
り
、
記
事

の
要
と
な
る
〝
文
章
作
成
〞
で
あ
ろ
う
。

担
当
が
作
成
す
る
場
合
を
除
き
、
第
三

者
に
原
稿
を
依
頼
す
る
場
合
、
期
日
ま

で
に
原
稿
を
出
せ
る
人
は
大
体
十
人
に

一
人
、
殆
ど
の
人
は
締
め
切
り
を
守
る

こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
れ
だ
け
、
文
章

を
書
く
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で

も
あ
る
▼
新
聞
記
者
の
間
で
は
、
下
書

き
の
文
章
を
作
成
し
た
ら
最
低
７
回
は

推
敲
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
活
字
で
目

に
し
た
こ
と
が
あ
る
。
文
章
制
作
の
プ

ロ
で
も
だ
。
作
家
の
司
馬
遼
太
郎
氏
は
、

文
章
作
成
に
於
い
て
、「
文
章
の
目
的
は

〝
意
〞
を
達
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
成

否
は
〝
品
格
〞
に
あ
る
」
と
い
う
こ
と

を
言
っ
て
い
る
。「
思
っ
て
い
る
こ
と
を

伝
え
る
」
だ
け
で
も
苦
労
な
の
に
、「
品

格
」
を
求
め
ら
れ
る
。
編
集
担
当
の
苦

悩
と
苦
労
は
続
く
…
。（
Y
）

信じたい活字媒体の底力
「SELECT」で新たな挑戦
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